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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　六角形構造で配置された複数のサブピクセルと、前記サブピクセルにそれぞれ備えられ
た複数の有機発光素子とを備え、
　前記複数のサブピクセルは、第１色の光を放出する複数の第１サブピクセルと、前記第
１色と異なる第２色の光を放出する複数の第２サブピクセルと、前記第１色及び第２色と
異なる第３色の光を放出する複数の第３サブピクセルとを備え、
　互いに隣接した一つの第１サブピクセル、一つの第２サブピクセル及び一つの第３サブ
ピクセルの各中心が三角形をなすが、前記三角形の三辺のうち一辺の長さが残りの辺より
短く、
　前記第１色は緑色であり、前記第１サブピクセルは、前記六角形構造を構成するカラム
ごとに、互いに隣接したカラムの第１サブピクセルの中心間が接近し又は離隔するように
対向する水平方向にシフトされ、互いに隣接した二つの第１サブピクセルの中心間の水平
距離に、互いに隣接した二つの第２サブピクセルの中心間の水平距離より短いものが含ま
れることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記三角形の三辺の長さは、相異なることを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示
装置。
【請求項３】
　前記第２色は青色であり、前記第３色は赤色であることを特徴とする請求項１に記載の



(2) JP 6143044 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に係り、特にサブピクセルの構造が改善された有機発光表
示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は、有機化合物を電気的に励起させて発光させる自発光型のディスプ
レイであって、低い電圧で駆動が可能であり、薄型化が容易であり、広視野角、速い応答
速度など液晶表示装置において、問題点として指摘された欠点を解決できる次世代のディ
スプレイとして注目されている。
【０００３】
　かかる有機発光表示装置に対して、高解像度の要求が次第に高まっている。
【０００４】
　発光が起こる各サブピクセルの発光層は、フルホワイトを具現するための色相別にパタ
ーニングされねばならないが、このために、ファインメタルマスクなどを使用した蒸着工
程が利用されている。しかし、ファインメタルマスクを利用した蒸着工程の場合、各サブ
ピクセルに対して微細にパターニングするのには限界がある。
【０００５】
　これによって、有機発光表示装置の全体のディスプレイ画面の面積に対する実際の発光
領域の面積の比率である開口率は、解像度が増大するにつれて低下する。このように開口
率が低下するというのは、各サブピクセルの発光面積が縮小するということを意味するの
で、これによって、有機発光表示装置の寿命が低下するという問題が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、前記のような問題点を解決するためのものであって、開口率を増大さ
せて寿命を向上させる有機発光表示装置を提供することである。
【０００７】
　本発明の他の目的は、知覚画質が低下するという問題を改善できる有機発光表示装置を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために、本発明は、六角形構造で配置された複数のサブピクセルと
、前記サブピクセルにそれぞれ備えられた複数の有機発光素子とを備え、前記複数のサブ
ピクセルは、第１色の光を放出する複数の第１サブピクセルと、前記第１色と異なる第２
色の光を放出する複数の第２サブピクセルと、前記第１色及び第２色と異なる第３色の光
を放出する複数の第３サブピクセルとを備え、互いに隣接した一つの第１サブピクセル、
一つの第２サブピクセル及び一つの第３サブピクセルの各中心が三角形をなすが、前記三
角形の三辺のうち一辺の長さが残りの辺より短いことを特徴とする有機発光表示装置を提
供する。
【０００９】
　前記三角形の三辺の長さは相異なってもよい。
【００１０】
　前記他の目的を達成するために、本発明は、複数のサブピクセルと、前記サブピクセル
にそれぞれ備えられた複数の有機発光素子とを備え、前記複数のサブピクセルは、第１色
の光を放出する複数の第１サブピクセルと、前記第１色と異なる第２色の光を放出する複
数の第２サブピクセルと、前記第１色及び第２色と異なる第３色の光を放出する複数の第
３サブピクセルとを備え、前記複数のサブピクセルは、第１方向及び前記第１方向に直角
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である第２方向に沿って相異なる色のサブピクセルが隣接して配列され、前記第２方向に
沿って前記第１サブピクセルの中心を連結した第１中心線が、前記第１サブピクセルと前
記第２方向に沿って隣接した第２サブピクセルの前記第２方向に沿った中心を連結した第
２中心線と離隔されて配置された有機発光表示装置を提供する。
【００１１】
　前記第１サブピクセルと前記第２方向に沿って隣接した第３サブピクセルの前記第２方
向に沿った中心を連結した第３中心線が、前記第２中心線と一致して配置されてもよい。
【００１２】
　前記第１サブピクセルと前記第２方向に沿って隣接した第３サブピクセルの前記第２方
向に沿った中心を連結した第３中心線が、前記第１中心線と一致して配置されてもよい。
【００１３】
　前記第１サブピクセルと前記第２方向に沿って隣接した第３サブピクセルの前記第２方
向に沿った中心を連結した第３中心線が、前記第２中心線と離隔されて配置されてもよい
。
【００１４】
　互いに隣接した二つの第１サブピクセルの中心間の水平距離が、互いに隣接した二つの
第２サブピクセルの中心間の水平距離より短くてもよい。
【００１５】
　互いに隣接した二つの第１サブピクセルの中心間の水平距離が、互いに隣接した二つの
第３サブピクセルの中心間の水平距離より短くてもよい。
【００１６】
　互いに隣接した二つの第３サブピクセルの中心間の水平距離が、互いに隣接した二つの
第２サブピクセルの中心間の水平距離より短くてもよい。
【００１７】
　本発明は、また、複数のサブピクセルと、前記サブピクセルにそれぞれ備えられた複数
の有機発光素子とを備え、前記複数のサブピクセルは、第１色の光を放出する複数の第１
サブピクセルと、前記第１色と異なる第２色の光を放出する複数の第２サブピクセルと、
前記第１色及び第２色と異なる第３色の光を放出する複数の第３サブピクセルとを備え、
前記複数のサブピクセルは、第１方向及び前記第１方向に直角である第２方向に沿って相
異なる色のサブピクセルが隣接して配列され、前記第１サブピクセルの第１方向の幅は、
前記第２サブピクセルの第１方向の幅より狭い有機発光表示装置を提供する。
【００１８】
　前記第１サブピクセルの第１方向の幅は、前記第１サブピクセルの第２方向の幅より狭
くてもよい。
【００１９】
　前記第２方向に配列されている一列の第１サブピクセルの中心は、同じ列の第２サブピ
クセルの中心より一側にシフトされている。
【００２０】
　前記第１方向に沿って奇数列の第１サブピクセルの中心と、偶数列の第１サブピクセル
の中心とは、相異なる方向にシフトされている。
【００２１】
　前記第３サブピクセルの第１方向の幅は、前記第２サブピクセルの第１方向の幅より狭
くてもよい。
【００２２】
　前記第３サブピクセルの第１方向の幅は、前記第３サブピクセルの第２方向の幅より狭
くてもよい。
【００２３】
　前記第２方向に配列されている一列の第３サブピクセルの中心は、同じ列の第２サブピ
クセルの中心より一側にシフトされている。
【００２４】
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　前記第１方向に沿って奇数列の第３サブピクセルの中心と、偶数列の第３サブピクセル
の中心とは、相異なる方向にシフトされている。
【００２５】
　前記第２サブピクセルの第１方向の幅は、前記第２サブピクセルの第２方向の幅より広
くてもよい。
【００２６】
　前記第１色は緑色であり、前記第２色は青色であり、前記第３色は赤色であってもよい
。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、次のような効果が得られる。
【００２８】
　六角形構造のサブピクセルを備えることで、開口率をさらに向上させ、開口率が向上す
るほど寿命も延長される。
【００２９】
　緑色である第１サブピクセルを縦方向に直線に配列されたパターンにさらに近くするこ
とで、知覚画質が低下することを防止できる。
【００３０】
　これと共に、第２絶縁膜に形成された開口間の幅は減少することがないため、工程マー
ジンを確保できる。
【００３１】
　また、第１サブピクセルだけでなく、第３サブピクセルも縦方向に直線に近いパターン
をなすため、前述した知覚画質はさらに改善され、六角形のサブピクセル構造の長所は維
持しつつ、短所はさらに補完できる。
【００３２】
　青色発光を行う第２サブピクセルのサイズを拡大させて、青色発光面積が広くなるため
、青色の寿命短縮を減らし、輝度低下を減らすことができる。
【００３３】
　また、第１サブピクセルと第３サブピクセルとのサイズが減少するほど、第２サブピク
セルのサイズを拡大するものであるため、第２絶縁膜に形成される第１開口ないし第３開
口間の間隔も減らず、これによって、工程マージンも既存の有機発光表示装置と同一に維
持される。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の望ましい一実施形態による有機発光表示装置のサブピクセルを示す平面
図である。
【図２】図１のサブピクセルのうち一つのサブピクセルの断面を示す断面図である。
【図３】図１のサブピクセルのうち一つのカラムの第１サブピクセルを示す平面図である
。
【図４】図１のサブピクセルのうち一つのカラムの第２サブピクセルを示す平面図である
。
【図５】本発明の望ましい他の実施形態による有機発光表示装置のサブピクセルを示す平
面図である。
【図６】本発明の望ましいさらに他の実施形態による有機発光表示装置のサブピクセルを
示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、添付図面を参照して、本発明の望ましい実施形態を詳細に説明すれば、次の通り
である。
【００３６】
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　図１は、本発明の望ましい一実施形態による有機発光表示装置のサブピクセルの配置を
示す平面図である。
【００３７】
　図１に示すように、本発明の望ましい一実施形態による有機発光表示装置は、六角形構
造で形成され、六角形構造で配置された複数のサブピクセルを備える。
【００３８】
　各サブピクセルには、有機発光素子と薄膜トランジスタとを備えるピクセル回路が備え
られている。
【００３９】
　図２は、各サブピクセルの断面を示すものである。
【００４０】
　すなわち、図２に示すように、基板４０上に薄膜トランジスタＴが形成されており、こ
の薄膜トランジスタＴと電気的に連結された有機発光素子５０が備えられている。
【００４１】
　基板４０上には、バッファ膜４１が形成されており、バッファ膜４１上に薄膜トランジ
スタＴが備えられている。
【００４２】
　前記バッファ膜４１は、不純元素の浸透を防止して、表面を平坦化する役割を行うもの
であって、かかる役割を行える多様な物質で形成される。一例として、前記バッファ膜４
１は、酸化シリコン、窒化シリコン、酸窒化シリコン、酸化アルミニウム、窒化アルミニ
ウム、酸化チタンまたは窒化チタンなどの無機物や、ポリイミド、ポリエステル、アクリ
ルなどの有機物、またはそれらの積層体で形成される。前記バッファ膜４１は、必須的な
構成要素ではなく、必要に応じては備えられていなくてもよい。
【００４３】
　前記バッファ膜４１上には、半導体物質で形成された活性層４２がパターニングされて
形成される。前記活性層４２は、多結晶シリコンで形成されるが、必ずしもこれに限定さ
れるものではなく、酸化物半導体で形成されてもよい。例えば、Ｇ－Ｉ－Ｚ－Ｏ層［（Ｉ
ｎ２Ｏ３）ａ（Ｇａ２Ｏ３）ｂ（ＺｎＯ）ｃ層］（ａ，ｂ，ｃは、それぞれａ≧０，ｂ≧
０，ｃ＞０の条件を満たす実数である）である。
【００４４】
　前記活性層４２を覆うように、ゲート絶縁膜４３がバッファ膜４１上に形成され、ゲー
ト絶縁膜４３上にゲート電極４４が形成される。
【００４５】
　前記ゲート電極４４を覆うように、ゲート絶縁膜４３上に層間絶縁膜４５が形成され、
この層間絶縁膜４５上にソース電極４６とドレイン電極４７とが形成されて、それぞれ前
記活性層４２とコンタクトホールを通じてコンタクトされる。
【００４６】
　このように備えられた薄膜トランジスタＴは、各サブピクセルごとに少なくとも一つ以
上備えられる。そして、図２では、一つの薄膜トランジスタＴのみを示したが、本発明は
、必ずしもこれに限定されるものではなく、各サブピクセル当たり複数の薄膜トランジス
タが備えられて、ピクセル回路部を構成してもよく、前記ピクセル回路部は、前記薄膜ト
ランジスタ以外にもキャパシタをさらに備えてもよい。
【００４７】
　前記薄膜トランジスタＴは、第１絶縁膜４８により覆われる。前記第１絶縁膜４８は、
前記層間絶縁膜４５上に形成された少なくとも一層以上の層状構造体となるが、有機物及
び／または無機物で形成される。有機物としては、アクリル、ポリイミド、ポリエステル
などのポリマー材が使われ、無機物としては、酸化シリコン、窒化シリコン、酸窒化シリ
コン、酸化アルミニウム、窒化アルミニウム、酸化チタンまたは窒化チタンなどが使われ
る。
【００４８】
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　前記第１絶縁膜４８上には、第１電極５１が形成される。前記第１電極５１は、第１絶
縁膜４８に形成されたビアホールを通じてドレイン電極４７と連結される。
【００４９】
　そして、前記第１絶縁膜４８上には、第２絶縁膜５４が形成されるが、この第２絶縁膜
５４は、前記第１電極５１のエッジを覆う。前記第２絶縁膜５４は、前記第１電極５１の
一部を露出させる開口５５を備える。前記第２絶縁膜５４は、アクリル、ポリイミド、ポ
リエステルなどの有機物で形成されるが、必ずしもこれらに限定されるものではなく、無
機物または有無機の複合体で形成されてもよい。
【００５０】
　開口５５を通じて露出された第１電極５１の部分を覆うように、有機発光層５３が第１
電極５１上及び第２絶縁膜５４上に形成され、この有機発光層５３を覆うように、第２電
極５２が有機発光層５３上及び第２絶縁膜５４上に形成される。
【００５１】
　前記第１電極５１は、各サブピクセルごとに区別されるように独立してパターニングさ
れ、前記第２電極５２は、全体のサブピクセルをいずれも覆うように共通電極として形成
される。前記第２絶縁膜５４の開口５５も、サブピクセル別に区別されるように開口され
、この開口５５の面積は、サブピクセルの発光領域の面積とほぼ一致する。図１のように
、六角形構造のサブピクセルでは、前記開口５５も、六角形の平面構造を有するように形
成される。前記開口５５と第１電極５１との平面形状が同じである必要はなく、第１電極
５１は、他の形状、例えば、四角形または多角形に形成されてもよい。
【００５２】
　前記第１電極５１、第２電極５２及び有機発光層２３により、有機発光素子５０を構成
する。
【００５３】
　前記第１電極５１と第２電極５２とは、互いに逆極性を有するように形成されることが
望ましいが、それぞれアノード及びカソードにし、また、逆に第１電極５１をカソード、
第２電極５２をアノードにしてもよい。
【００５４】
　いかなる場合にも、アノードとして作用する電極は、仕事関数の絶対値が高い導電体を
含み、カソードとして作用する電極は、仕事関数の絶対値が低い導電体を含む。仕事関数
の絶対値が高い導電体としては、ＩＴＯ(indium tin oxide)，Ｉｎ２Ｏ３，ＺｎＯ，ＩＺ
Ｏ(indium zinc oxide)などの透明導電性酸化物や、Ａｕなどの貴金属が使われる。仕事
関数の低い導電体としては、Ａｇ，Ａｌ，Ｍｇ，Ｌｉ，Ｃａ，ＬｉＦ／Ｃａ，ＬｉＦ／Ａ
ｌなどが使われる。
【００５５】
　画像が基板４０の逆方向に具現される前面発光型の場合、前記第１電極５１は、光反射
体を含み、前記第２電極５２は、光透過型にする。
【００５６】
　このために、前記第１電極５１がアノードとして作用する場合には、Ａｇ，Ｍｇ，Ａｌ
，Ｐｔ，Ｐｄ，Ａｕ，Ｎｉ，Ｎｄ，Ｉｒ，Ｃｒ及びそれらの化合物などで反射体を形成し
、この反射体上に、仕事関数の高いＩＴＯ，ＩＺＯ，ＺｎＯまたはＩｎ２Ｏ３などを成膜
して形成する。そして、第１電極５１がカソードとして作用する場合には、仕事関数が低
く、光反射が可能なＡｇ，Ａｌ，Ｍｇ，Ｌｉ，Ｃａ，ＬｉＦ／Ｃａ，ＬｉＦ／Ａｌなどで
形成する。
【００５７】
　前記第２電極５２がカソードとして作用する場合には、仕事関数の低いＬｉ，Ｃａ，Ｌ
ｉＦ／Ｃａ，ＬｉＦ／Ａｌ，Ａｌ，Ｍｇ，Ａｇなどの金属で半透過膜となるように薄く形
成する。もちろん、かかる金属反透過膜上に、ＩＴＯ，ＩＺＯ，ＺｎＯまたはＩｎ２Ｏ３

などの透明導電体を形成して、厚さが薄いことによる高抵抗問題を補完できる。第２電極
５２がアノードとして作用する場合には、ＩＴＯ，ＩＺＯ，ＺｎＯまたはＩｎ２Ｏ３など
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で成膜して形成する。
【００５８】
　前記第１電極５１及び第２電極５２の形成物質は、その他にも当業者の実現可能範囲内
で他の物質にも容易に置換可能であることはいうまでもない。
【００５９】
　前記第１電極５１と第２電極５２とは、その間に介在された有機発光層５３に相異なる
極性の電圧を加えて、有機発光層５３で発光を行う。
【００６０】
　前記有機発光層５３は、低分子または高分子の有機層が使われるが、低分子有機層を使
用する場合、ホール注入層(Hole Injection Layer: HIL)、ホール輸送層(Hole Transport
 Layer: HTL)、発光層(Emission Layer: EML)、電子輸送層(Electron Transport Layer: 
ETL)、電子注入層(Electron Injection Layer: EIL)などが単一あるいは複合の構造で積
層されて形成され、使用可能な有機材料も、銅フタロシアニン（ＣｕＰｃ）、Ｎ，Ｎ－ジ
（ナフタレン－１－イル）－Ｎ，Ｎ´－ジフェニル－ベンジジン（ＮＰＢ）、トリス－８
－ヒドロキシキノリンアルミニウム（Ａｌｑ３）などをはじめとして多様に適用可能であ
る。それらの低分子有機層は、真空蒸着法で形成される。
【００６１】
　高分子有機層の場合には、ほとんどホール輸送層及び発光層で形成された構造を有し、
この時、前記ホール輸送層としてポリ（３，４－エチレンジオキシチオフェン）（ＰＥＤ
ＯＴ）を使用し、発光層としてポリフェニレンビニレン（ＰＰＶ）系及びポリフルオレン
系など高分子有機物質を使用し、それをスクリーン印刷やインクジェット印刷方法などで
形成する。
【００６２】
　前記のような有機発光層５３は、必ずしもこれに限定されるものではなく、多様な実施
形態が適用されることはいうまでもない。
【００６３】
　図１は、前述したような断面構造を有するサブピクセルの平面状態を示すものである。
【００６４】
　本発明の望ましい一実施形態による有機発光表示装置は、図１に示すように、複数のサ
ブピクセルを備える。
【００６５】
　前記複数のサブピクセルは、第１色の光を放出する複数の第１サブピクセル１と、前記
第１色と異なる第２色の光を放出する複数の第２サブピクセル２と、前記第１色及び第２
色と異なる第３色の光を放出する複数の第３サブピクセル３とを備える。
【００６６】
　前記第１色ないし第３色は混合されて白色光を具現できるものであって、本発明の望ま
しい一実施形態において、それぞれグリーン、ブルー及びレッドとなる。しかし、必ずし
もこれに限定されるものではなく、イエロー、シアン及びマゼンタとなってもよい。
【００６７】
　前記第１色は、色知覚度の高い色となるが、グリーン、ブルー及びレッドでサブピクセ
ルを具現する時に人に最もよく知覚される色はグリーンであるので、前記第１色はグリー
ンとなる。
【００６８】
　グリーン、ブルー及びレッドでサブピクセルを具現する時に、前記第２色であるブルー
を構成する有機発光物質は、寿命が最も低下する物質である。
【００６９】
　前記各サブピクセルは、六角形構造で形成されており、六角形構造で配置されているが
、この時の六角形構造とは、前述した図１で見る時、第２絶縁膜５４に形成された開口５
５の平面形状に該当する。
【００７０】
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　したがって、第１サブピクセル１は、六角形状の第１開口５５１を有し、第２サブピク
セル２は、六角形状の第２開口５５２を有し、第３サブピクセル３は、六角形状の第３開
口５５３を有する。したがって、第１サブピクセル１の発光領域は、第１開口５５１に対
応する領域となり、第２サブピクセル２の発光領域は、第２開口５５２に対応する領域と
なり、第３サブピクセル３の発光領域は、第３開口５５３に対応する領域となる。
【００７１】
　後述する本明細書において、第１サブピクセル１ないし第３サブピクセル３についての
説明は、各サブピクセルの発光領域をいうものであって、実質的に第１開口５５１ないし
第３開口５５３に対応する領域をいうものである。
【００７２】
　図１に示す本発明の望ましい一実施形態において、前記サブピクセルは、六角形状に配
置されているため、横方向である第１方向ｘに沿ってはジグザグ形態に配列されており、
第１方向ｘに直角であり、かつ縦方向である第２方向ｙに沿っては直線状に配列されてい
る。そして、第２方向ｙに沿った一本の直線に対して、第１サブピクセル１、第２サブピ
クセル２及び第３サブピクセル３が順次に配列されており、この直線に対して、第１方向
ｘに隣接した他の直線も、第１サブピクセル１ないし第３サブピクセル３が順次に配列さ
れている構造を有する。この時、一つのサブピクセルの周囲には、異なる色相のサブピク
セルのみで配列させることで、互いに隣接した一つの第１サブピクセル１、一つの第２サ
ブピクセル２及び一つの第３サブピクセル３の各中心が三角形をなす。
【００７３】
　このように、六角形状にサブピクセルが配置された構造は、サブピクセルが長方形状に
配置された構造に比べて開口率が高い。したがって、本発明は、既存の長方形の配置のサ
ブピクセルを備える有機発光表示装置に比べて高い開口率が得られる。
【００７４】
　かかるサブピクセルの配置構造では、第１方向ｘに沿って、互いに同じ色のサブピクセ
ルが一つおきに一つずつ配置され、第２方向ｙに沿っては、互いに同じ色のサブピクセル
が二つおきに一つずつ配置される。したがって、人は、縦方向である第２方向ｙに沿って
、一つの色相がジグザグに配置されているように認識する。
【００７５】
　図１に示す本発明の望ましい一実施形態によれば、前記第１サブピクセル１の幅を狭く
して、第２サブピクセル２及び第３サブピクセル３の第１方向ｘの幅より狭くした。した
がって、前記第１サブピクセル１は、第１方向ｘの幅が第２方向ｙの幅より狭くなる。
【００７６】
　この時、第２方向ｙに配列されている第１サブピクセル１の中心が、第１方向ｘの一側
にシフトされている。前記第２方向ｙに沿って、前記第１サブピクセル１の中心を連結し
た第１中心線が、前記第１サブピクセル１と前記第２方向ｙに沿って隣接した第２サブピ
クセル２の前記第２方向ｙに沿った中心を連結した第２中心線と離隔されて配置される。
【００７７】
　すなわち、前記第２方向ｙに配列されている第１サブピクセル１の一つのカラムは、第
１方向ｘに隣接した第１サブピクセル１の他のカラムと互いに逆方向にシフトされている
。したがって、前記第１サブピクセル１は、図１で見る時、左側から最初のカラムと二番
目のカラムとの第１サブピクセル１同士互いに対向する方向にシフトされている。すなわ
ち、図１に示すように、奇数番目のカラムの第１サブピクセル１は、いずれも右側にシフ
トされており、偶数番号のカラムの第１サブピクセル１は、いずれも左側にシフトされて
いる。
【００７８】
　互いに隣接した一つの第１サブピクセル１、一つの第２サブピクセル２及び一つの第３
サブピクセル３の各中心が三角形をなす。この時、前記三角形の三辺のうち一辺の長さが
残りの辺より短くなる。図１に示す本発明の望ましい一実施形態によれば、前記三角形の
三辺がいずれも異なる長さとなる。



(9) JP 6143044 B2 2017.6.7

10

20

30

40

50

【００７９】
　前記のような構造によって、図３及び図４に示すように、互いに隣接した二つの第１サ
ブピクセル１の中心間の水平距離ｄ１が、互いに隣接した二つの第２サブピクセル２の中
心間の水平距離ｄ２より短くなる。この時、水平距離ｄ１，ｄ２とは、第１方向ｘへの水
平距離をいう。
【００８０】
　前述したように、第１サブピクセル１は、緑色を発光するサブピクセルであって、人の
目に認識される色知覚度が高いので、図３のように、互いに隣接した二つの第１サブピク
セル１の中心間の水平距離ｄ１が短くなれば、第２方向ｙに配列されているジグザグパタ
ーンの幅も、図４の第２サブピクセル２よりは狭くなるので、第２サブピクセル２より直
線に配列されたパターンにさらに近くなる。すなわち、これは、知覚画質に最も影響を及
ぼす緑色のサブピクセルを直線に近く配列することで、知覚画質が低下することを防止で
きる。
【００８１】
　このように知覚画質を改善する機能は、図１のように既存のサブピクセル配列で第２絶
縁膜に形成された開口間の幅は狭くなることがないため、工程マージンを確保できる。
【００８２】
　かかる第１サブピクセル１の構造は、各サブピクセルの第１電極のサイズ及びピクセル
回路部の構造は変更せずにそのまま維持し、第２絶縁膜５４に形成された第１開口５５１
のサイズ及び位置のみを変更して形成する。
【００８３】
　したがって、全体の工程は、既存の有機発光表示装置の工程がそのまま維持される。
【００８４】
　図５は、本発明の望ましい他の実施形態を示すものであって、第３サブピクセル３´も
、前述した第１サブピクセル１のように構造変更を行ったものである。
【００８５】
　すなわち、前記第３サブピクセル３´の幅を狭くして、第２サブピクセル２の第１方向
ｘの幅より狭くしたものである。したがって、前記第３サブピクセル３´は、第１方向ｘ
の幅が第２方向ｙの幅より狭くなる。
【００８６】
　この時、第２方向ｙに配列されている第３サブピクセル３´の中心が、第１方向ｘの一
側にシフトされる。前記第２方向ｙに沿って、前記第１サブピクセル１の中心を連結した
第１中心線と、前記第１サブピクセル１と前記第２方向ｙに沿って隣接した第３サブピク
セル３の前記第２方向ｙに沿った中心を連結した第３中心線とが互いに一致しており、前
記第１中心線と第３中心線とは、いずれも前記第１サブピクセル１と前記第２方向ｙに沿
って隣接した第２サブピクセル２の前記第２方向ｙに沿った中心を連結した第２中心線と
離隔されて配置される。
【００８７】
　すなわち、第２方向ｙに配列されている第３サブピクセル３´の一つのカラムは、第１
方向ｘに隣接した第３サブピクセル３´の他のカラムと互いに逆方向にシフトされている
。したがって、前記第３サブピクセル３´は、図５で見る時、左側から最初のカラムと二
番目のカラムとの第３サブピクセル３´同士互いに対向する方向にシフトされている。す
なわち、図５に示すように、奇数番目のカラムの第３サブピクセル３´は、いずれも右側
にシフトされており、偶数番目のカラムの第３サブピクセル３´は、いずれも左側にシフ
トされている。
【００８８】
　この時にも、互いに隣接した一つの第１サブピクセル１、一つの第２サブピクセル２及
び一つの第３サブピクセル３´の各中心がなす三角形の三辺がいずれも異なる長さとなる
。
【００８９】
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　そして、第３サブピクセル３´の中心間の水平距離が、互いに隣接した二つの第２サブ
ピクセル２の中心間の水平距離ｄ２より短くなる。
【００９０】
　図５において、前記第３サブピクセル３´は、第１サブピクセル１と同じパターンでそ
のサイズを減少させたが、本発明は、必ずしもこれに限定されるものではなく、第３サブ
ピクセル３´は、第１サブピクセル１のパターンと関係なく、前記のような規則によって
サイズ及び位置が変更してもよい。その場合には、前記第１中心線と第３中心線とが互い
に一致しなくてもよい。
【００９１】
　かかる本発明の実施形態によれば、第１サブピクセルだけでなく、第３サブピクセルも
、第２方向ｙに直線に近いパターンをなすため、前述した知覚画質はさらに改善され、六
角形状のサブピクセル構造の長所は維持しつつ、短所はさらに補完できる。
【００９２】
　図６は、本発明の望ましいさらに他の実施形態を示すものであって、図５による実施形
態に加えて、第２サブピクセル２´の構造を変更したものである。
【００９３】
　青色発光を行う第２サブピクセル２´の場合、青色発光物質の寿命が最も低下するため
、これによって、輝度の低下が発生する。したがって、図６のように、第１サブピクセル
１と第３サブピクセル３´とのサイズが減少するほど、第２サブピクセル２´のサイズは
拡大し、青色発光面積が広くなるため、青色の寿命低下を減らし、輝度の低下を減らすこ
とができる。
【００９４】
　すなわち、図６に示すように、前記第２サブピクセル２´の幅を広くして、図１及び図
５に示す既存の第２サブピクセル２の第１方向ｘの幅より広くしたのである。したがって
、前記第２サブピクセル２´は、第１方向ｘの幅が第２方向ｙの幅より広くなる。
【００９５】
　この時、前記第２方向ｙに沿って前記第１サブピクセル１の中心を連結した第１中心線
と、前記第１サブピクセル１と前記第２方向ｙに沿って隣接した第３サブピクセル３の前
記第２方向ｙに沿った中心を連結した第３中心線とが互いに一致しており、前記第１中心
線と第３中心線とは、いずれも前記第１サブピクセル１と前記第２方向ｙに沿って隣接し
た第２サブピクセル２の前記第２方向ｙに沿った中心を連結した第２中心線と離隔されて
配置される。
【００９６】
　このように、第２サブピクセル２´のサイズが拡大する場合にも、青色である第２サブ
ピクセル２´がディスプレイの知覚画質に及ぼす影響が最も少ないため、全体のディスプ
レイの知覚画質は大きく低下しない。
【００９７】
　また、第１サブピクセル１と第３サブピクセル３´とのサイズが減少するほど、第２サ
ブピクセル２´のサイズを拡大するため、前述した第２絶縁膜５４に形成される第１開口
５５１ないし第３開口５５３´間の間隔も減らず、これによって、工程マージンも、既存
の有機発光表示装置と同一に維持される。
【００９８】
　かかる本発明の実施形態によれば、第１サブピクセルと第３サブピクセルとが第２方向
ｙに直線に近いパターンをなすため、前述した知覚画質はさらに改善されるだけでなく、
寿命の短い第２サブピクセルの短所をさらに補完できる。
【００９９】
　前述した本発明のピクセル構造は、図１及び図３ないし図６に示すように、必ずしも六
角形の平面構造のサブピクセルにのみ適用されるものではなく、サブピクセルが円形、楕
円形、四角形または多角形の平面構造を有する場合にも同一に適用されることはいうまで
もない。ただし、かかる場合としても、第１方向及び前記第１方向に直角である第２方向
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【０１００】
　本発明は、図面に示す一実施形態を参考にして説明したが、これは、例示的なものに過
ぎず、当業者ならば、これから多様な変形及び実施形態の変形が可能であるという点を理
解できるであろう。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　本発明は、表示装置関連の技術分野に適用可能である。
【符号の説明】
【０１０２】
１　第１サブピクセル
２　第２サブピクセル
３　第３サブピクセル
４０　基板
４１　バッファ膜
４２　活性層
４３　ゲート絶縁膜
４４　ゲート電極
４５　層間絶縁膜
４６　ソース電極
４７　ドレイン電極
４８　第１絶縁膜
５０　有機発光素子
５１　第１電極
５２　第２電極
５３　有機発光層
５４　第２絶縁膜
５５　開口
５５１　第１開口
５５２　第２開口
５５３　第３開口
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